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岩
城
ス
テ
ン
ド
ク
ラ
ス
同
好
会
の
皆
さ
ん
６
人
は
月
に
一
度
集
ま
り
、

ラ
ン
プ
や
パ
ネ
ル
、
小
物
な
ど
の
制
作
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

久
永
則
子
さ
ん
（
69
歳
・
岩
城
内
道
川
）
は
「
ガ
ラ
ス
の
色
や
質
感
を

生
か
し
、淡
い
光
を
多
彩
に
表
現
で
き
る
の
が
大
き
な
魅
力
で
す
」と

話
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
色
彩
豊
か
な
光
の
造
形
を
手
が
け
な
が
ら
、

優
し
い
笑
顔
を
輝
か
せ
て
い
ま
す
。　
　
（
３
月
14
日
、
岩
城
会
館
で
）

コメリ
●
コメリ
●

飛鳥大橋飛鳥大橋飛鳥大橋

カダーレ
●

カダーレ
●

しぶやこまちしぶやこまち
クリニッククリニック
しぶやこまち
クリニック

羽後本荘駅羽後本荘駅

メコメ
●●●

麺屋歩
あゆみ

売繁売繁盛売繁盛プレゼントつきプレゼントつき!プレゼントつき!

ハガキ、
ファクシミリ、
電子メールで
ご応募ください。
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「
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

　
　
　
　
　
　

    

係

住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号

・
ク
イ
ズ
の
答
え

・
お
た
よ
り
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Q1  

　１.  東由利地域
　２.  大内地域
　３.  西目地域

長坂稲荷神社梵天まつりは
どの地域のまつり？ Q2

　１.  旧鮎川小学校
　２.  旧前郷小学校
　３.  旧西滝沢小学校

鳥海山 木のおもちゃ美術館
ができる場所は？

4/ 1919（木）ま
でまで4/ 19（木）ま
で

読 者
プレゼント

広広

ゆ
り
ほ
ん
テ
レ
ビ「
情
報
ラ
ン
ド
」

で
の
放
送
は

　

仕
事
と
し
て
ラ
ー
メ
ン
を
作

る
よ
う
に
な
っ
て
、
自
分
の
作

り
た
い
も
の
だ
け
で
な
く
、
人

か
ら
求
め
ら
れ
る
も
の
も
意
識

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
赤
川

さ
ん
。
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
は
、

お
客
さ
ん
や
友
達
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
「
こ
ん

な
ラ
ー
メ
ン
が
食
べ
た
い
」
と

い
う
声
に
応
え
て
考
案
す
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

赤
川
さ
ん
は
、
ま
だ
ま
だ
お

い
し
い
ラ
ー
メ
ン
を
意
欲
的
に

追
求
中
。「
麺
屋 

歩
」の
メ
ニ
ュ
ー

が
今
後
ど
ん
な
こ
だ
わ
り
の

ラ
ー
メ
ン
に
進
化
し
て
い
く
の

か
注
目
で
す！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る

市
内
各
地
域
の「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
本
荘
地
域
の
「
麺
屋 

歩
」で
す
。

売
繁
盛

こ
の
コ

市
内
各

今
回
は

売
繁
盛

広
報
紙×

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
共
同
企
画

広
報
紙×

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
共
同
企
画

広
報
紙×

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
共
同
企
画

店
主
の
赤
川
陽
輔
さ
ん

（
35
歳
）に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆

麺屋 歩 ○営業時間／
　11:00～14:30、
　17:00～20:00
○定休日／
　月・火曜日
　（祝日の場合は営業）

ラーメン好きの店主が作るこだわりラーメンラーメン好きの店主が作るこだわりラーメン
《第70回》《第70回》

ラーメン好きの店主が作るこだわりラーメン
《第70回》

《赤沼下４４０番地１  ☎74－7344》《赤沼下４４０番地１  ☎74－7344》《赤沼下４４０番地１  ☎74－7344》

本荘地域本荘地域 麺屋麺屋  歩
あゆみあゆみ

《赤沼下４４０番地１  ☎74－7344》《赤沼下４４０番地１  ☎74－7344》

本荘地域 麺屋  歩
あゆみ

「たまにつらくなっても、好きだから続けられる」と話す赤川さん

豚魚そば。こだわりの濃厚なスープが
麺によくからみ、食べ応えのある一杯

辛痺（からしび）ラーメン。唐辛子と山椒がピリッ
と効いた一品。辛さとしびれのレベルは選べます。

ゆ
っ
た
り
し
た
ス
ペ
ー
ス
の
店
内

■
あ
ら
ま
し

■
メ
ニ
ュ
ー

■
よ
ろ
こ
び

■
こ
れ
か
ら

と
ん
ぎ
ょ



市
長
施
政
方
針　

要
旨
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総
合
戦
略
と
財
政

　

１
点
目
は
「
総
合
戦
略
と
財
政
」
で
す
。

　

本
市
で
は
、
総
合
計
画
「
新
創
造
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
「
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、「
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
」
と
い
う
最
重

要
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
に
お
い
て
は
「
新
創
造
ビ

ジ
ョ
ン
後
期
計
画
」
や
「
第
二
期
総
合

戦
略
」
の
策
定
を
見
据
え
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
声
を
お
聴
き
し
な
が
ら
、
よ
り

効
果
的
な
計
画
と
な
る
よ
う
準
備
を
進

め
ま
す
。

　

財
政
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
当
初
予

算
に
お
い
て
も
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
「
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
や

「
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
子
育
て
支

援
や
健
康
づ
く
り
の
充
実
を
は
じ
め
と

す
る
人
口
減
少
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、

国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
な
ど
も
活

用
し
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成
と
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
合
併
算
定
替
え
分

が
平
成
32
年
度
で
皆
減
と
な
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
持
続
可
能
な
財
政
構
造
を
確

立
し
て
い
く
た
め
、
行
財
政
改
革
の
取

り
組
み
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

｣
　平成30年第１回市議会定例会が２月19日から３月20日まで
開かれ、新年度予算が可決されました。長谷部市長は施政方
針の中で「８点に重点を置き、地域の均衡ある発展と市民の
皆さまの安全・安心のため、スピード感と緊張感を持って市
政を推進してまいります」と決意を述べました。

  

地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
、

   

安
全  

安
心  

の
た
め

 

市
政
さ
ら
に
推
進！

｣

・

新年度の施政方針を述べる長谷部市長
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「由利本荘まるごとフェア」（京北スーパーで）

　

２
点
目
は
「
総
合
防
災
公
園
の
整
備

と
運
営
」
で
す
。

　
「
由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
」
の
建
設
工
事

は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、「
ア
リ
ー
ナ

本
体
」
と
「
屋
根
付
き
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
は

と
も
に
６
月
の
完
成
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
は
10
月
の
オ
ー
プ
ン
に

向
け
、
関
連
道
路
工
事
な
ど
の
ほ
か
、

駐
車
場
や
園
路
な
ど
の
外
構
工
事
と
と

も
に
、
体
育
備
品
や
防
災
備
品
な
ど
の

購
入
配
備
を
進
め
ま
す
。

　
「
市
ス
ポ
ー
ツ
・
ヘ
ル
ス
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
で
は
ア
リ
ー
ナ
を
核
と
し
、
各
種

大
会
や
イ
ベ
ン
ト
、
合
宿
な
ど
の
誘
致

活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
や
市
民
の
健
康
増
進
、
交
流
人
口
の

拡
大
、地
場
産
品
の
活
用
・
販
売
、宿
泊
・

飲
食
な
ど
、
地
域
産
業
へ
の
大
き
な
波

及
効
果
を
も
た
ら
す
「
稼
げ
る
施
設
」を

目
指
し
ま
す
。

　

開
館
記
念
事
業
と
し
て
、
コ
ン
サ
ー

ト
や
日
本
体
育
大
学
の
体
育
研
究
発
表

実
演
会
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
フ
ッ

ト
サ
ル
の
国
内
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
公
式
戦

を
は
じ
め
、
東
北
・
全
県
規
模
の
大
会

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
平
成
30
年
度
内
に

21
の
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
総
合

ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
大
手
の
「
美
津
濃

株
式
会
社
」
が
代
表
を
務
め
る
「
ミ
ズ

ノ
グ
ル
ー
プ
」
が
指
定
管
理
者
と
な
り
、

管
理
運
営
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
機
会

に
ご
来
館
い
た
だ
き
、
大
会
・
イ
ベ
ン

ト
の
観
戦
・
観
覧
な
ど
、
大
い
に
ご
活

用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
「
移
住
定
住
と
地
域
ブ
ラ

ン
ド
形
成
」
で
す
。

　

移
住
定
住
の
促
進
で
は
、「
仕
事
」
や

「
住
ま
い
」
な
ど
に
係
る
相
談
に
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
と
と
も
に
、
首

都
圏
な
ど
で
の
相
談
機
会
を
増
や
し
、

移
住
に
伴
う
課
題
を
ス
ム
ー
ズ
に
克
服

す
る
手
助
け
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
平
成
27
年
度

以
降
の
本
市
へ
の
移
住
者
は 

52
組
99
人

に
達
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
版
「
住
み
た
い
田
舎
ベ

ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、
東
北
総
合

第
３
位
、
人
口
10
万
人
未
満
の
自
治
体

で
全
国
総
合
第
21
位
を
獲
得
し
て
お
り
、

移
住
促
進
の
取
り
組
み
、
子
育
て
環
境

や
医
療
体
制
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
仕
事
を
柱

に
し
た
移
住
体
験
ツ
ア
ー
の
通
年
開
催

や
継
業
、
起
業
・
創
業
へ
の
支
援
な
ど
、

地
域
と
の
関
わ
り
を
重
視
し
た
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
も
の
づ
く
り
企
業
」
に
対
し

専
門
家
を
派
遣
し
、
魅
力
的
な
情
報
発

信
力
の
強
化
に
努
め
る
ほ
か
、
高
校
生

就
職
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

な
ど
に
よ
り
、
若
年
者
の
地
元
定
着
と

Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
し
ま
す
。

　

市
産
品
の
販
路
拡
大
に
つ
い
て
は

「
ま
る
ご
と
売
り
込
み
連
携
協
定
」
な
ど

を
締
結
し
た
企
業
を
中
心
に
、
フ
ェ
ア

10月のオープンへ整備の進む「由利本荘アリーナ」

総
合
防
災
公
園
の

整
備
と
運
営

移
住
定
住
と

地
域
ブ
ラ
ン
ド
形
成

産
業
・
観
光
振
興
と

雇
用
確
保

開
催
や
バ
イ
ヤ
ー
招
聘
を
行
い
、
首
都

圏
へ
の
売
り
込
み
と
売
れ
る
商
品
づ
く

り
、
商
談
を
強
力
に
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
取
り
引
き
を
安
定
的
に
継
続
す

る
と
と
も
に
、
事
業
者
と
連
携
し
て
積

極
的
な
売
り
込
み
を
推
進
し
、
販
路
拡

大
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
点
目
は
「
産
業
・
観
光
振
興
と
雇
用

確
保
」
で
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
企
業
誘
致
を
進
め
る
と
と
も
に
、

地
元
事
業
者
向
け
の
「
中
小
企
業
融
資

あ
っ
せ
ん
」「
商
業
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
」「
Ｉ
Ｏ
Ｔ
に
関
す
る
技
術
者
研

修
会
」
な
ど
を
実
施
し
、
意
欲
的
な
取

り
組
み
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
就
業
資
格
取
得
支
援
助
成
」

「
女
性
の
地
元
定
着
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
」

な
ど
に
よ
り
再
就
職
や
定
着
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、「
創
業
支
援
補
助
」に
よ

り
起
業
・
創
業
を
促
進
し
、
新
し
い
働
き

方
の
実
現
も
支
援
し
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
鳥
海
山
を

は
じ
め
と
し
た
豊
か
な
自
然
や
番
楽
な

ど
の
民
俗
文
化
、
北
前
船
に
関
連
し
た

文
化
的
資
産
な
ど
、
多
様
な
観
光
資
源

を
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

へ
い
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「
鳥
海
山
観
光
」
に
つ
い
て
は
法
体

の
滝
周
辺
の
魅
力
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
に
か
ほ
市
や
山
形
県
庄
内
地
域
と

連
携
し
、
環
鳥
海
エ
リ
ア
の
滞
在
型
観

光
な
ど
、「
鳥
海
山
を
核
と
し
た
広
域

観
光
振
興
」
を
推
進
し
ま
す
。　

　

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い

て
は
、
市
内
16
カ
所
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
や
ジ
オ
サ
イ
ト
解
説

看
板
、
案
内
看
板
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
市
外
か
ら

訪
問
す
る
方
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

北
前
船
に
つ
い
て
は
昨
年
４
月
に
、

７
道
県
の
11
自
治
体
が
「
日
本
遺
産
」に

認
定
さ
れ
、
現
在
、本
市
を
含
め
た
14
道

府
県
27
自
治
体
が
本
年
４
月
の
追
加
認

定
を
文
化
庁
に
申
請
し
て
お
り
、
北
前

船
寄
港
地
と
し
て
の
歴
史
や
文
化
を
観

光
や
地
域
振
興
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

訪
日
観
光
に
つ
い
て
は
、
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
の
効
果
に
よ
り
、
台
湾
か
ら

の
誘
客
が
順
調
に
伸
び
て
い
る
ほ
か
、

新
た
に
タ
イ
王
国
か
ら
観
光
や
教
育
旅

行
で
本
市
を
訪
れ
て
お
り
ま
す
。
本
市

の
魅
力
を
紹
介
し
「
お
も
て
な
し
」
の
心

で
海
外
か
ら
の
誘
客
活
動
を
積
極
的
に

展
開
し
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
に
加
え
、
本
年
産
以
降

の
「
米
政
策
の
見
直
し
」
な
ど
、
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
市
と
し
て
は
、
担
い
手
の
確
保
・

育
成
と
産
地
に
お
け
る
一
層
の
競
争
力

強
化
を
図
る
た
め
、
本
市
農
業
の
維
持
・

発
展
に
努
め
る
と
と
も
に
、
農
家
の
皆

さ
ま
が
意
欲
を
持
っ
て
生
産
を
持
続
し
、

安
定
し
た
農
業
経
営
に
取
り
組
め
る
よ

う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

米
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
場
を
重
視

し
た
生
産
へ
の
意
識
改
革
を
促
し
、
今

後
も
需
要
に
応
じ
た
生
産
を
確
保
す
る

た
め
、
国
や
県
の
情
報
に
基
づ
き
、
地

域
農
業
再
生
協
議
会
と
し
て
当
面
、
農

業
者
ご
と
の
生
産
の
目
安
を
示
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
市
独
自
の
「
売
れ
る
米
づ
く

り
推
進
事
業
」
に
よ
り
、
減
農
薬
栽
培

「
あ
き
た
エ
コ
ラ
イ
ス
」
な
ど
の
安
全
・

安
心
な
米
づ
く
り
や
、
よ
り
需
要
が
見

込
ま
れ
る
品
種
へ
の
誘
導
を
支
援
し
、

「
由
利
本
荘
米
」
の
需
要
拡
大
を
図
り

ま
す
。

　

園
芸
作
物
で
は
「
鳥
海
り
ん
ど
う
」

「
小
菊
」「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
な
ど
、
高
収

益
な
作
目
の
振
興
を
図
る
た
め
、
産
地

交
付
金
の
活
用
や
機
械
施
設
導
入
な
ど

へ
の
市
独
自
の
嵩
上
げ
に
よ
る
支
援
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
就
農
者
や
法
人
な
ど
の

担
い
手
確
保
・
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、

農
地
中
間
管
理
事
業
や
「
条
件
不
利
農

地
を
担
う
経
営
体
支
援
事
業
」
な
ど
に

よ
り
農
地
の
利
用
集
積
を
推
進
し
、
担

い
手
に
よ
る
効
率
的
な
農
用
地
利
用
に

努
め
、
市
の
農
業
基
盤
を
維
持
し
ま
す
。

　

畜
産
に
つ
い
て
は
、
畜
舎
の
増
改
築

や
優
良
な
素
牛
導
入
な
ど
へ
の
支
援
に

加
え
、
小
規
模
農
家
の
畜
産
経
営
持
続

化
支
援
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
秋

田
由
利
牛
振
興
に
つ
い
て
は
、「
第
二
次

秋
田
由
利
牛
ブ
ラ
ン
ド
確
立
事
業
計
画
」

の
推
進
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
秋
田
由
利

牛
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

 　

農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、

本
荘
地
域
松
ヶ
崎
地
区
と
矢
島
地
域

小
板
戸
地
区
の
県
営
ほ
場
整
備
事
業
採

択
に
向
け
た
調
査
計
画
と
と
も
に
、
た

め
池
や
用
排
水
路
、
頭
首
工
の
整
備
を

実
施
す
る
ほ
か
、
農
業
生
産
活
動
へ
の

支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

森
林
・
林
業
で
は
民
有
林
造
林
促
進

事
業
へ
の
支
援
や
市
有
林
の
施
業
管
理

な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
松
く
い

虫
や
ナ
ラ
枯
れ
被
害
防
止
対
策
を
講
じ
、

林
地
健
全
化
と
景
観
保
全
に
努
め
ま
す
。

　

水
産
業
で
は
西
目
・
道
川
漁
港
施
設

の
機
能
保
全
事
業
の
実
施
と
と
も
に
、

漁
業
者
と
一
体
と
な
っ
て
水
産
資
源
の

活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

５
点
目
は
「
消
防
・
防
災
」
で
す
。

　
「
防
災
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、

地
域
防
災
拠
点
と
な
る
総
合
防
災
公
園

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
消
防
車

両
の
更
新
や
消
防
団
員
の
安
全
確
保
を

図
り
な
が
ら
機
能
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
の
「
地
域
防
災
計
画
」
に
つ
い
て

は
国
や
県
の
計
画
に
合
わ
せ
、
災
害
対

応
策
な
ど
の
修
正
を
４
月
に
完
了
す
る

消
防  

防
災

教
育
・
文
化
・
健
康
福
祉

予
定
で
す
。
こ
の
計
画
に
沿
い
、
自
主

防
災
組
織
へ
の
活
動
支
援
、
風
水
害
や

地
震
、
津
波
な
ど
自
然
災
害
発
生
時
の

応
急
体
制
の
整
備
、
災
害
情
報
・
避
難

情
報
な
ど
の
伝
達
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
子

局
増
設
工
事
を
本
年
度
は
矢
島
、
西
目

地
域
で
実
施
す
る
ほ
か
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
の
新
型
受
信
機

を
導
入
し
、
大
規
模
災
害
や
緊
急
時
の

情
報
伝
達
に
備
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
現
場
と
災
害
対
策
本

部
間
の
情
報
共
有
の
強
化
策
と
し
て
、

新
た
に
「
災
害
時
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
火
山
対
策
で

は
、
本
市
な
ど
が
組
織
す
る
鳥
海
山
火

山
防
災
協
議
会
の
事
業
と
し
て
「
住
民

避
難
計
画
」
と
「
火
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
の
作
成
を
進
め
ま
す
。

　

６
点
目
は
「
教
育
・
文
化
・
健
康
福

祉
」
で
す
。

　

具
体
的
な
教
育
施
策
に
つ
い
て
は
教

育
長
の
「
教
育
方
針
」
で
述
べ
ま
す
が
、

北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
由

利
中
学
校
の
大
規
模
改
修
事
業
な
ど
、

「
学
校
環
境
の
整
備
」
に
努
め
る
と
と
も

に
、
10
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
由
利
本

荘
ア
リ
ー
ナ
」
を
核
と
し
た
「
ス
ポ
ー

ツ
立
市
の
推
進
」、
全
小
中
学
校
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
ま
ち
と
し
て
「
地

域
力
を
生
か
し
た
学
校
づ
く
り
、
学
校

力
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
」
な
ど
、

「
ふ
る
さ
と
愛
を
育
む
教
育
」
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
鳥
海
山 

木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」

　
　
　
　
　

に
つ
い
て
は
、
国
登
録
有

　
　
　
　
　

形
文
化
財
「
旧
鮎
川
小
学

　
　
　
　
　

校
」
の
美
し
い
た
た
ず
ま

　
　
　
　
　

い
を
最
大
限
生
か
し
、
館

　
　
　
　
　

内
に
は
地
元
産
の
木
を

使
っ
た
お
も
ち
ゃ
や
大
型
遊
具
を
設
置

し
ま
す
。
市
内
の
林
業
関
係
者
や
子
育

て
支
援
団
体
の
新
た
な
活
躍
の
場
と
し

て
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
楽
し
め
る

「
多
世
代
交
流
・
木
育
美
術
館
」
に
位
置

付
け
、
７
月
１
日
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
お
客
さ
ま
を
お
招

き
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

健
康
福
祉
に
係
る
成
人
保
健
関
係
に

つ
い
て
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指

し
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
改
善
効
果

が
実
証
さ
れ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速

歩
の
普
及
拡
大
と
合
わ
せ
、
継
続
的
な

健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
「
健
康
の

駅
」
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。 秋田由利牛のブランド確立、

鳥海りんどうやアスパラガス
などの振興に取り組みます

鳥海山を核とした広域観光
振興を推進（ジオツアーで）

・

力を合わせて、迅速に
（防災訓練のバケツリレー）

施政方針

か
さ
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母
子
保
健
に
つ
い
て
は
妊
婦
健
診
や

乳
幼
児
健
診
、
５
歳
児
健
康
相
談
、
フ
ッ

化
物
洗
口
な
ど
へ
の
き
め
細
や
か
な
対

応
と
と
も
に
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
や
成
人

風
疹
予
防
接
種
、
不
妊
治
療
費
助
成
な

ど
の
事
業
を
継
続
し
、
妊
娠
中
か
ら
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

自
殺
予
防
対
策
で
は
、
新
た
に
自
殺

予
防
推
進
委
員
会
を
発
足
し
、
多
方
面

か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
自

殺
予
防
対
策
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
独

自
制
度
で
あ
る
医
師
研
修
資
金
貸
付
制

度
や
医
師
確
保
奨
学
資
金
貸
付
制
度
に

よ
る
医
師
の
確
保
・
定
着
を
図
り
、
地

域
の
中
核
病
院
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

市
営
診
療
所
な
ど
を
維
持
し
、
医
療
を

受
け
る
機
会
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
由
利
本
荘
市
地
域
医
療
検
討
会
を

開
催
し
、
市
全
体
の
地
域
医
療
の
あ
り

方
を
整
理
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
の
創
造
に
向

け
、
第
２
子
が
生
ま
れ
た
世
帯
の
第
２

子
の
保
育
料
の
無
料
化
、
保
育
料
助
成

の
所
得
制
限
の
緩
和
な
ど
、
子
育
て
世

帯
の
こ
れ
ま
で
の
保
育
料
助
成
を
拡
充

し
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

 　

ま
た
、「（
仮
称
）
由
利
本
荘
市
い
き
い
き

こ
ど
も
プ
ラ
ザ
」
を
整
備
し
、
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
ま
で
を
継
続
的
、
包
括

的
に
支
援
で
き
る
環
境
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者

一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
介
護
を
必
要
と
す
る
方
や
そ
の
家

族
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
充

実
と
質
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

　

本
年
度
は
新
た
に
「
北
部
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
総
合
相

談
体
制
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
と
と
も

に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
機
能
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は

本
年
度
を
初
年
度
と
す
る
「
第
５
期
障

が
い
者
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
障
が

い
を
持
つ
方
が
地
域
に
お
い
て
自
立
し

た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

４
月
か
ら
都
道
府
県
単
位
で
の
財
政
運

営
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
、
県
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
安
定
し
た
事
業
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

施政方針

妊娠中から子どもを産み
育てやすい環境を整備

木のおもちゃで遊ぶ親子連れ
（木育キャラバンで）

健康長寿を
願って

し
ん
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７
点
目
は
「
社
会
資
本
整
備
・
環
境
」

で
す
。

　

市
の
社
会
資
本
整
備
に
つ
い
て
は
橋

な
ど
の
点
検
、
道
路
補
修
や
機
能
保
全

工
事
を
重
点
的
に
行
う
と
と
も
に
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
除
雪
作
業
に
よ

る
冬
季
交
通
の
確
保
を
行
い
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
市
道
猿
倉
花
立
線
に
つ
い
て

は
平
成
32
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
手
厚
い
助
成
内
容
に
制

度
を
改
正
し
て
き
て
お
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
や
居
住
環
境
の
向
上
、
地
域

定
住
や
移
住
の
促
進
に
も
つ
な
が
る
よ

う
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
川
口
地
区

の
基
幹
配
水
管
耐
震
化
工
事
、
岩
城
地

域
と
松
ヶ
崎
地
区
と
の
連
絡
管
布
設
工

事
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
各
地
域
の

老
朽
管
更
新
工
事
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、
経
年
管
更

新
事
業
を
推
進
し
、
ガ
ス
導
管
の
さ
ら

な
る
安
全
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

環
境
に
優
し
い
ク
リ
ー
ン
な
天
然
ガ
ス

の
利
用
促
進
を
積
極
的
に
図
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
水
林
浄
化

セ
ン
タ
ー
と
前
郷
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
設

備
更
新
、
岩
谷
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
長
寿

命
化
詳
細
設
計
を
、
農
業
集
落
排
水
事

業
に
つ
い
て
は
本
荘
地
域
の
内
越
第
一

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
小
友
第
二
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
工
事
を

実
施
し
、
東
由
利
地
域
の
老
方
舘
合
地

区
の
実
施
設
計
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
羽
後
本
荘
駅
周
辺
整
備
に
つ
い

て
は
、
東
西
自
由
通
路
な
ど
の
実
施
設

計
や
駅
東
広
場
の
用
地
補
償
を
実
施
し

て
お
り
、
本
年
度
は
４
カ
年
の
継
続
事

業
と
し
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
工
事
委
託
の

協
定
を
締
結
し
、
仮
駅
舎
建
設
な
ど
の

準
備
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

 　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
66
基
、
１
０
８　
　

の
風
力

発
電
所
が
稼
働
し
て
お
り
、
本
年
度
に

は
新
た
に
２
カ
所
に
14
基
、
43　
　

の

稼
働
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

 　

ま
た
、
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、

本
年
10
月
に
岩
城
地
域
で
「
由
利
本
荘

市
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
」
の
稼
働
が
予
定

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
本
市
沖
で
の
洋
上

風
力
発
電
事
業
が
計
画
さ
れ
、
各
種
調

査
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は

環
境
や
景
観
に
配
慮
し
な
が
ら
、
情
報

提
供
や
助
言
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
８
点
目
は
「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
」
で
す
。

　

本
市
の
出
生
数
と
婚
姻
数
の
減
少
を

克
服
す
る
た
め
、『
独
身
者
の
出
会
い
の

場
づ
く
り
』
を
支
援
し
ま
す
。
結
婚
支

援
団
体
や
企
業
、
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
の

意
見
交
換
・
情
報
共
有
の
場
づ
く
り
を

実
施
す
る
ほ
か
、
新
た
に
「
あ
き
た
結
婚

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
「
由
利
本
荘
市
サ
テ

ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
」
開
設
を
支
援
し
、

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録

を
さ
ら
に
促
進
し
ま
す
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
鳥
海
山
ろ
く

線
へ
の
支
援
と
助
言
、
生
活
バ
ス
路
線
の

維
持
確
保
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の

運
行
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。

メ
ガ
　
ワ
ッ
ト

メ
ガ
　
ワ
ッ
ト

社
会
資
本
整
備
・
環
境

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
再
生

さ
ら
に
地
域
事
情
に
即
し
た
形
で
の
「
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
」
や
、
非
営
利
団
体

な
ど
に
よ
る
「
公
共
交
通
空
白
地
有
償

運
送
」
な
ど
の
導
入
も
含
め
、
持
続
可

能
性
に
配
慮
し
た
「
生
活
の
足
」
の
確

保
と
交
通
空
白
地
域
の
解
消
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

情
報
政
策
に
つ
い
て
本
年
度
は
、
Ｗ
ｉ

‐

Ｆ
ｉ
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
避
難
所

指
定
と
な
る
「
由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
」

を
は
じ
め
、
市
総
合
体
育
館
や
出
張
所

な
ど
15
施
設
に
整
備
し
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
つ
い
て
は
、

専
門
的
知
識
や
技
術
を
有
す
る
民
間
へ

　
　
　

の
管
理
運
営
移
行
も
視
野
に
入

　
　
　

れ
、
今
後
の
方
向
性
と
し
て
「
直

　
　
　

営
」「
指
定
管
理
者
制
度
」「
施

　
　
　

設
を
民
間
に
貸
し
出
す
Ｉ
Ｒ
Ｕ

契
約
」
な
ど
の
調
査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

 　

ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
今
後
10
年

間
を
想
定
し
た
通
信
量
に
対
応
す
る
た

め
拠
点
間
伝
送
設
備
を
更
新
し
、
大
容

量
・
高
速
化
に
対
応
し
た
通
信
環
境
の

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
行
財
政
改
革
を
加
速
さ
せ
な

が
ら
、
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
と
市
民

の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、
ス

ピ
ー
ド
感
と
緊
張
感
を
持
っ
て
市
政
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
施
政
方
針

と
い
た
し
ま
す
。

活気にあふれ、
にぎわうまちに

生活を支える社会資本を整備
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教　

 

育 　

方　

 

針

た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
成

だ
い
ご　

み

    

教
育
委
員
会
で
は
「
ふ
る
さ
と
愛
に

満
ち
、
創
造
性
あ
ふ
れ
る
人
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
、
６
つ
の
指
針
に
基
づ
き
、

各
種
教
育
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

そ
の
指
針
と
は
『
地
域
力
を
生
か
し

た
学
校
づ
く
り
と 

学
校
力
を
生
か
し
た

地
域
づ
く
り
』『
進
取
の
気
性
を
育
む

学
校
教
育
の
推
進
』『
生
涯
学
習
の
推

進
と
地
域
活
動
の
活
性
化
』『
芸
術
文

化
の
振
興
と
文
化
財
保
護
活
動
の
推

進
』『
ス
ポ
ー
ツ
立
市
の
推
進
』『
教
育

施
設
等
の
整
備
と
充
実
』
で
あ
り
、
教

育
委
員
会
で
は
本
年
度
も
引
き
続
き
、

そ
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
「
人
間
性
豊

か
で
進
取
の
気
性
に
富
む
、
た
く
ま
し

い
子
ど
も
の
育
成
」
を
目
標
に
掲
げ
、

市
内
約
５
３
０
０
人
の
児
童
生
徒
の

「
豊
か
な
心
と
感
性
の
醸
成
」
と
「
確

か
な
学
力
の
形
成
」
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

本
年
度
は
「
道
徳
の
教
科
化
」
や
「
小

学
校
外
国
語
活
動
の
実
施
」
な
ど
、
学

習
指
導
要
領
改
訂
に
よ
る
先
行
実
施
が

始
ま
り
ま
す
。
新
た
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、

英
語
教
育
拠
点
校
の
由
利
小
・
由
利
中

学
校
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
校
で
あ
る
西
目
小
・
西
目

中
学
校
の
取
り
組
み
を
全
市
に
拡
大
す

る
こ
と
に
よ
り
、
主
体
的
・
対
話
的
な

力
を
付
け
さ
せ
る
な
ど
、
知
・
徳
・
体

の
調
和
の
と
れ
た
、
新
た
な
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
に
努
め
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
Ｃ
Ｓ
）

の
推
進
に
つ
い
て
は
「
全
小
中
学
校
Ｃ

Ｓ
の
ま
ち
」
と
し
て
地
域
・
保
護
者
・

学
校
・
行
政
の
一
層
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、「
地
域
力
を
生
か
し
た
学
校
支

援
」「
学
校
力
を
生
か
し
た
地
域
づ
く

り
」
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
阪
府
箕
面
市
と
締
結
し

た
「
教
育
協
定
」
に
基
づ
く
交
流
事
業

を
通
し
、
中
学
生
の
英
語
教
育
や
生
徒

会
活
動
の
活
性
化
な
ど
に
継
続
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
体
験
型
の
科
学
・
理
数
教
育

の
充
実
と
教
員
Ｏ
Ｂ
・
大
学
教
員
・
地

域
人
材
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
た

「
ホ
ッ
ト
ヒ
ー
ト
科
学
の
心
事
業
」
や

「
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業
」
な
ど

も
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、「
言
語
」
を
学
び
、「
感
性
」

を
磨
き
、
ま
た
、
想
像
力
の
発
揮
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
『
読
書
活
動
』
の

充
実
に
向
け
、「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
」
に
基
づ
き
、
家
庭
・
地
域
・
図

書
館
・
学
校
の
一
層
の
連
携
と
相
互
協

力
を
図
り
、
そ
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
「
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
」
の
徹
底
と
教
育
委
員
会

事
務
局
の
指
導
体
制
の
強
化
を
図
り
、

子
ど
も
を
確
か
に
見
る
観
察
眼
を
持
っ

て
子
ど
も
に
寄
り
添
い
、
教
え
、
導
く

教
師
と
し
て
の
姿
勢
を
堅
持
し
な
が
ら

「
い
じ
め
を
決
し
て
許
さ
な
い
」
と
い

う
毅
然
と
し
た
態
度
で
臨
み
、
子
ど
も

の
個
性
を
最
大
限
伸
ば
す
教
育
活
動
を

進
め
る
よ
う
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
な
支
援
を
要
す
る
子
ど
も
の
教

育
支
援
と
し
て
学
校
生
活
サ
ポ
ー
ト
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
相
談
活
動
や

支
援
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。さ
ら
に
、

就
学
援
助
費
に
係
る
入
学
準
備
金
の
前

年
度
支
給
を
実
施
し
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
由

利
中
学
校
大
規
模
改
修
工
事
の
実
施
、

小
友
小
学
校
厨
房
空
調
設
備
設
置
工
事

や
鶴
舞
小
学
校
放
送
設
備
更
新
を
は
じ

め
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
、
小
中
学

校
の
環
境
整
備
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

　

特
に
学
校
の
改
築
に
つ
い
て
は
、
全

体
的
に
老
朽
化
の
進
ん
で
い
る
学
校
の

改
築
に
向
け
て
具
体
的
な
方
針
や
計
画

を
定
め
、
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
の
減
少
や
新
た
な
教
育
活
動
に

対
応
し
た
本
荘
地
域
の
小
学
校
再
編
に

つ
い
て
は
「
学
校
環
境
適
正
化
検
討
委

員
会
」
の
提
言
を
受
け
、
調
査
研
究
を

進
め
な
が
ら
、
引
き
続
き
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ま
と
対
話
・
熟
議
を
重
ね
、

『
第
二
次
学
校
環
境
適
正
化
計
画
』
の

策
定
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
学
校
給
食
に
お
い
て
は
「
食

の
一
層
の
安
心
安
全
」「
安
定
的
な
給

食
の
提
供
」、
そ
し
て
「
食
育
の
充
実
」

に
対
応
す
る
た
め
、
市
内
の
小
中
学
校

８
校
、
約
２
７
０
０
人
の
食
に
対
応
で

き
る
「
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
の

建
築
に
着
手
し
、
平
成
32
年
８
月
、
夏

期
休
業
終
了
後
の
稼
働
を
目
指
し
て
、

施
設
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
推
進
に
つ

い
て
は
『
第
三
次
生
涯
学
習
推
進
・
社

会
教
育
中
期
計
画
』
に
基
づ
き
、
市
政

に
か
か
わ
る
身
近
な
生
活
課
題
を
学
習

市民が主役の「スポーツ立市」を推進

佐々田教育長は市議会で本年度の「教育方針」を述べました。要旨は次のとおりです。

す
る
場
を
提
供
す
る
ほ
か
、
市
民
の
自

主
的
な
学
習
活
動
へ
の
支
援
、
各
種
講

座
・
教
室
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
習
活
動
を
支
援
す
る
た

め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る『
郷
育（
き
ょ

う
い
く
）』
の
改
訂
を
行
い
、
一
層
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
奨
励
室

と
生
涯
学
習
奨
励
員
と
の
連
携
に
よ
る

「
学
習
の
場
」
の
開
設
や
「
生
涯
学
習

創
作
展
・
発
表
会
」
な
ど
、
学
び
の
成

果
を
披
露
す
る
機
会
を
設
け
、
学
習
意

欲
の
喚
起
と
成
果
を
地
域
で
生
か
す
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
が
学
校
と
連
携
・
協
働

し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る
た

め
、「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地

域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
方
々
が
学

校
行
事
や
課
外
活
動
な
ど
の
場
で
活
動

す
る
機
会
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
広

報
や
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
学
形
式
に
よ
る
学
習
支

援
の
場
と
し
て
、
長
期
休
業
期
間
を
活

用
し
た
「
学
ぶ
ん
ス
ペ
ー
ス
」
を
設
置

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
施
設
の
運
営
に
あ
た
っ
て

は
公
民
館
な
ど
で
の
講
座
や
教
室
の
充

実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
環
境
・
防
災

な
ど
市
民
生
活
に
密
着
し
た
学
習
に
加

え
、「
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」

や
「
北
前
船
寄
港
地
」、「
伝
統
芸
能
」

に
関
わ
る
学
習
活
動
を
進
め
ま
す
。

　

本
年
７
月
１
日
オ
ー
プ
ン
予
定
の

「
鳥
海
山 

木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
に

つ
い
て
は
「
多
世
代
交
流
の
場
」
と
し
て
、

ま
た
木
の
文
化
を
伝
え
、
子
ど
も
の
心

を
豊
か
に
す
る
「
木
育
推
進
の
場
」
と

し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
央
図
書
館
と
、各
地
域
の
図
書
館
・

公
民
館
図
書
室
、
学
校
図
書
館
の
緊
密

な
連
携
を
図
り
、
読
書
活
動
の
一
層
の

推
進
と
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

努
め
ま
す
。

　

特
に
、
本
年
度
は
中
央
図
書
館
と
市

内
小
中
学
校
が
連
携
し
、「
佐
藤
憲
一

顕
彰
会
」
や
「
公
益
財
団
法
人
図
書
館

振
興
財
団
」
の
協
力
や
支
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
と
つ

な
が
る
「
由
利
本
荘
市
図
書
館
を
使
っ

た
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催

し
、
蔵
書
数
16
万
８
千
冊
に
及
ぶ
中
央

図
書
館
の
特
徴
と
機
能
を
十
分
に
生
か

し
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
昨
年
来
、

本
荘
南
中
学
校
と
本
荘
高
校
の
ボ
ー
ト

部
の
全
国
優
勝
や
「
愛
媛
国
体
」
カ
ヌ
ー

競
技
と
弓
道
競
技
の
優
勝
、「
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
陸
上
競
技
で
の

優
勝
、
ま
た
、
由
利
高
校
の
「
春
高
バ

レ
ー
」
全
国
ベ
ス
ト
８
進
出
、
由
利
工

業
高
校
硬
式
野
球
部
の
「
セ
ン
バ
ツ
」

出
場
決
定
な
ど
、
本
市
選
手
の
大
活
躍

が
続
き
、「
ス
ポ
ー
ツ
立
市
」
と
し
て

大
き
く
飛
躍
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
「
由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
」
を

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
拠
点
施
設
に
位
置
付

け
、『
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
』
の
基
本

目
標
で
あ
る
「
健
康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
「
躍
動
と
活
力
の
あ
る
ま

ち
」「
市
民
が
主
役
の
ス
ポ
ー
ツ
立
市
」

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
お
い
て
は

「
誰
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

い
つ
ま
で
も
」
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

フ
を
実
現
で
き
る
よ
う
、「
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
」
へ
の
積
極
的
な
参
加
と
と
も

に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
各
競
技
団

体
と
連
携
し
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
普
及
、
定
着
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
お
い
て
は
、
各
競
技
団
体
と
連
携
を

図
り
、
指
導
者
の
育
成
に
加
え
、
子
ど

も
た
ち
が
夢
を
も
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
打

ち
込
め
る
よ
う
、
プ
ロ
選
手
や
ス
ポ
ー

ツ
振
興
大
使
な
ど
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
、

一
層
の
競
技
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ロ
や
東
北
規
模
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
誘
致
を
図
り
、「
観
る
ス
ポ
ー

ツ
」
の
充
実
に
も
努
め
ま
す
。

　

特
に
、
本
年
９
月
に
は
「
魁
星
旗
争

奪
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
が
本
市
で
開

催
さ
れ
る
ほ
か
、
由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ

で
は
「
東
北
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
」
や
「
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
、

ヴ
ォ
ス
ク
オ
ー
レ
仙
台
」、「
Ｂ
リ
ー
グ
、

秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
」
の
シ
ー

ズ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
試
合
を
観
戦
す
る
こ
と

で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
醍
醐
味
と
感
動
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
ら
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

体
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
サ

ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
岩
城
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
改
修
や
東
由
利
体
育
館
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
西
目
サ
ッ
カ
ー
場
管
理
棟

の
空
調
設
備
修
繕
な
ど
を
実
施
し
、
利

便
性
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
に
つ
い
て
は
最
終
年
を

迎
え
る
「
鳥
海
山
北
麓
の
獅
子
舞
番
楽

記
録
作
成
事
業
」
の
過
去
３
年
間
の
調

査
結
果
を
学
術
的
な
報
告
書
と
し
て
ま

と
め
、
記
録
保
存
を
図
る
と
と
も
に
、

国
の
指
定
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

民
俗
芸
能
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
民

俗
芸
能
伝
承
館
「
ま
い
ー
れ
」
を
拠
点

に
企
画
公
演
や
特
別
公
演
を
開
催
し
な

が
ら
、
市
内
の
小
学
生
が
芸
能
に
触
れ

る
機
会
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
市
内

外
の
民
俗
芸
能
団
体
の
交
流
活
動
も
行

い
、
保
存
と
継
承
に
努
め
ま
す
。

　

日
本
遺
産
の
追
加
認
定
を
目
指
し
て

い
る
「
北
前
船
寄
港
地
」
に
つ
い
て
は
、

保
護
・
活
用
の
観
点
か
ら
貴
重
な
文
化

財
と
し
て
位
置
付
け
る
た
め
、
町
並
み

や
歴
史
的
建
造
物
に
つ
い
て
継
続
し
て

調
査
を
行
い
、
有
形
文
化
財
の
国
登
録

を
目
指
し
ま
す
。

　

約
七
千
年
前
の
先
人
が
形
成
し
、
日

本
海
側
で
最
も
古
い
「
菖
蒲
崎
貝
塚
」

に
つ
い
て
は
、
国
指
定
を
視
野
に
、
文

化
庁
の
指
導
を
直
接
受
け
な
が
ら
、
関

係
機
関
と
保
存
に
向
け
た
協
議
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
の
史
跡
で
あ
る
「
由
利

仲
八
郎
政
春
終
焉
の
地
」
に
つ
い
て
は

整
備
計
画
策
定
に
向
け
た
調
査
を
継
続

し
、
併
せ
て
天
鷺
村
に
所
在
す
る
市
指

定
有
形
文
化
財
「
佐
々
木
家
住
宅
」
の

保
存
修
理
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

佐々田教育長が「教育方針」を説明

　

芸
術
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
や
感
動
す
る
心

を
養
う
た
め
、
劇
団
四
季
に
よ
る
「
こ

こ
ろ
の
劇
場
」
や
「
芸
術
鑑
賞
教
室
」

を
引
き
続
き
開
催
し
、
優
れ
た
舞
台
芸

術
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

　

国
民
文
化
祭
の
成
果
を
継
承
す
る

「
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
も
市
民
団
体
が
主
体
と

な
っ
て
開
催
す
る
ほ
か
、
本
市
の
芸
術

文
化
に
触
れ
る
「
地
域
文
化
活
動
公

演
」
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
市
民
の
活

動
意
欲
の
高
揚
を
図
り
な
が
ら
、
芸
術

文
化
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
由
利
本
荘
美
術
展
」
を

継
続
し
て
開
催
し
、
創
作
意
欲
の
向
上

と
芸
術
文
化
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

加
え
て
、
市
民
一
人
一
人
が
人
生
の

豊
か
さ
や
生
き
が
い
を
持
ち
、
創
造
性

あ
ふ
れ
る
心
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
芸

術
文
化
や
文
化
財
保
護
な
ど
の
各
種
団

体
が
行
う
市
民
文
化
活
動
を
支
援
す
る

な
ど
、「
芸
術
文
化
活
動
の
盛
ん
な
、
文

化
の
薫
り
高
い
、
ふ
る
さ
と
愛
に
満
ち

た
風
土
づ
く
り
」に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
本
市
の
教
育
行
政
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

民俗芸能の保存、芸術文化を振興

次の時代を担う児童生徒を育成

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
推
進

市
民
主
役
の
ス
ポ
ー
ツ
立
市

文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

ろ
く

み
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歌で歓迎する園児たち

梵天を担ぎ社殿に突入する男衆

　

約
２
０
０
年
の
歴
史
を
持
ち

五
穀
豊
穣
や
家
内
安
全
を
祈
願

す
る
「
梵
天
ま
つ
り
」
が
３
月

11
日
、
大
内
地
域
の
長
坂
稲
荷

神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
下
川
大
内
保
育
園

や
大
内
小
学
校
の
ミ
ニ
梵
天
を

含
め
、
地
元
町
内
会
や
企
業
、

大
内
中
学
校
か
ら
合
わ
せ
て
17

本
の
梵
天
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
道
の
入
り
口
で
は
、
男
衆

が
梵
天
歌
を
披
露
し
気
勢
を
上

げ
た
後
、
神
社
の
境
内
へ
。
男

衆
は
色
と
り
ど
り
の
梵
天
を
担

ぎ
な
が
ら
次
々
と
社
殿
に
突
入

し
、
激
し
い
奉
納
合
戦
を
繰
り

広
げ
て
い
ま
し
た
。

　

由
利
本
荘
ひ
な
街
道
の
「
町

中
ひ
な
め
ぐ
り
」
が
３
月
10
日

か
ら
18
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
市

内
外
か
ら
の
多
く
の
来
場
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
矢
島
駅
で
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、

お
ひ
な
さ
ま
に
扮
し
た
矢
島
保

育
園
の
園
児
た
ち
が
、
お
ば
こ

号
の
「
お
ひ
な
っ
こ
列
車
」
か

ら
下
車
し
た
人
た
ち
を
歌
と
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

矢
島
地
域
で
は
、
商
店
や
一

般
宅
な
ど
25
カ
所
で
お
ひ
な
さ

ま
を
展
示
。
来
場
者
は
趣
の
異

な
る
お
ひ
な
さ
ま
を
眺
め
て
は

「
素
晴
ら
し
い
ね
」
「
ど
れ
も

す
て
き
」
と
一
足
早
い
春
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

春
を
告
げ
る
お
ひ
な
さ
ま
に
う
っ
と
り　

由
利
本
荘
ひ
な
街
道
「
町
中
ひ
な
め
ぐ
り
」
に
ぎ
わ
う

長
坂
稲
荷
神
社
梵
天
ま
つ
り　

五
穀
豊
穣
を
祈
願
、
激
し
い
奉
納
合
戦

市豪雪対策本部会議
大内地域 市民とのふれあいトーク
矢島地域 市民とのふれあいトーク
矢島まちづくり協議会並びに行政協力員連絡協議会合同懇親会
市優良技能者表彰式・祝賀会
市職員除雪協力隊出発式
五役・部長・支所長会議
市スポーツ賞表彰式
市まちづくり協議会連絡会議・懇親会
本荘地域 市民とのふれあいトーク
五役会議
新年度予算 市議会会派内示
定例記者会見
小友財産区管理会
企業訪問（東京都）
企業訪問（東京都）
省庁要望（東京都）
由利工業高校野球部選抜高等学校野球大会出場報告会
岩城建設技能組合設立60周年記念式典祝賀会
市議会定例会本会議（開会）
子吉財産区議会定例会
県知事へ要望書提出（秋田市）
本荘・由利の会（秋田市）
県国民健康保険団体連合会国保事業功労者表彰式・総会・理事会（秋田市）
西部地区懇談会・懇親会
五役会議
現場視察（由利本荘アリーナ）

2月1日㈭

2日㈮

5日㈪

6日㈫

7日㈬

8日㈭

13日㈫

14日㈬

15日㈭

16日㈮
17日㈯
19日㈪
20日㈫

22日㈭

23日㈮
24日㈯
26日㈪
28日㈬

※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

◆「市長の行動」報告（2月分）

Yurihonjo city public Relations. 2018

矢島まちづくり協議会並びに行政協力員連絡協議会合同懇親会会費
土木部本荘・由利会親睦会へ寸志（　建設部長）
市優良技能者表彰式祝賀会会費
秋田・広域観光創生の集い・北前船寄港地フォーラム2018新春の会会費（　小野副市長）
市まちづくり協議会連絡会議懇親会会費
南内越地域懇談会懇親会会費（　阿部副市長）
JA秋田しんせい営農生活振興協議会懇親会へ寸志（　小野副市長）
北前船交流拡大機構及び北前船寄港地フォーラム2018新春の会会費（　教育長）
企業訪問時特産品お土産
企業訪問時特産品お土産
岩城建設技能組合設立60周年記念祝賀会会費
由利本荘地区自衛隊入隊予定者激励会懇親会会費（　市民生活部長）
西部地区懇談会懇親会会費
西滝沢地区行政連絡協議会懇親会へ寸志（　由利総合支所長）
前郷駅愛好会総会懇親会へ寸志（　企画調整部長）
雪上野球Ｗ杯東由利大会表彰式懇親会へ寸志（　東由利総合支所長）

2月2日
3日

5日

7日
10日

14日

15日

17日

24日

25日

3,000
3,479
6,000
6,000
4,000
1,000
3,460
10,000
3,150
2,775
5,000
5,000
2,000
3,440
3,440
3,700
65,444

◆市長交際費の報告

副市長交際費執行状況

（１）弔　事

（２）会費等 （円）

（円）

（円）
○：代理出席代

合　計

支出日 支出額支　出　内　容

支出日 支出額支　出　内　容

支出額
125,000

件　　　　　数
７　件

○代

○代

○代

○代

○代
○代

○代

○代

○代

合　計

合　計

2月2日
4日
5日
7日

　3,000
3,000
6,000
3,480
15,480

矢島まちづくり協議会並びに行政協力員連絡協議会合同懇親会会費（小野副市長出席）
ゆりほんリピーターズクラブ総会交流懇親会会費（小野副市長出席）
市優良技能者表彰式祝賀会会費（阿部副市長出席）
本荘法人会役員合同研修会懇親会へ寸志（小野副市長出席）

平成30年度主要事業と補正後の一般会計予算の概要

　　　事　業　名
鳥海地域市有バス購入事業
スポーツ･ヘルスコミッション推進事業
総合防災公園関連事業
鳥海山・飛島ジオパーク推進事業
公衆無線ＬＡＮ設備整備事業
基幹系業務システムコンビニ収納対応事業
住民自治活動支援交付金事業
地域づくり推進事業
生活バス路線等維持事業
コミュニティバス運行事業
由利高原鉄道運営補助事業
ふるさとさくら基金事業
鳥海山木のおもちゃ美術館整備事業
移住・定住促進事業
福祉医療費支給事業
介護給付・施設訓練等給付事業
障がい者医療費
地域生活支援事業
生活保護費
生活困窮者自立支援事業
放課後児童対策事業
施設型給付事業（民間保育所・認定こども園・幼稚園）
すこやか子育て支援事業
児童手当給付事業
子育て支援金支給事業
「（仮称）由利本荘市いきいきこどもプラザ」整備事業
敬老会開催事業
高齢者祝金給付事業
広域分担金（介護保険費）
地域包括支援センター事務費
介護予防・日常生活支援事業
地域ミニデイサービス活動支援事業
ごみ減量化推進事業
由利組合総合病院運営費補助事業
母子保健事業
住民検診事業
感染症等予防対策事業
健康の駅ネットワークを活用した地域活性化
プロジェクト事業
勤労者金融対策事業
稼ぐ産業人材確保支援事業
農業夢プラン事業
農業次世代人材投資事業
新規就農者経営開始支援事業
元気な中山間農業応援事業
売れる米づくり推進事業　
秋田由利牛肥育振興対策事業
秋田由利牛生産体制整備事業
小規模畜産経営維持拡大支援事業
県営担い手育成基盤整備事業
多面的機能支払交付金事業
中山間地域等直接支払交付金事業
民有林造林促進事業
水と緑の森づくり税事業
水産物供給基盤機能保全事業
中小企業融資あっせん事業
工場等立地促進雇用奨励金交付事業
由利本荘市商工会運営費補助事業
由利本荘市観光協会補助事業
鳥海山等観光振興事業
北前船寄港地交流促進事業
青少年旅行村整備事業

　事業費　（千円）
7,000
2 ,688

327 ,737
12 ,013
27 ,062
6 ,800
17 ,612
27 ,399
110 ,116
120 ,283
91 ,265
80 ,951
78 ,425
10 ,820
721 ,697

1 ,550 ,543
99 ,584
104 ,362

1 ,136 ,866
18 ,639
95 ,613

2 ,603 ,072
10 ,855

1 ,026 ,002
30 ,020
4 ,917
15 ,402
10 ,800

1 ,304 ,812
36 ,187
24 ,037
4 ,788
60 ,252
20 ,000
58 ,691
34 ,390
133 ,214

8 ,817
50 ,000
936

74 ,231
24 ,056
65 ,670
76 ,134
3 ,800
4 ,500
3 ,139
5 ,000
5 ,538

426 ,920
481 ,587
24 ,000
21 ,354
56 ,734
36 ,042
13 ,000
30 ,000
20 ,300
4 ,549
1 ,517
20 ,450

　　　事　業　名
まるごと売り込み事業　
集出荷体制推進事業
猿倉花立線整備事業（社会資本整備総合交付金事業）
橋梁長寿命化修繕事業（〃）
田尻石脇線改良事業（〃）
由利本荘市総合防災公園整備事業（〃）
道路維持事業
羽後本荘駅周辺整備事業
住宅リフォーム資金助成事業
同報系防災行政無線屋外拡声子局増設事業
消防水利整備事業
由利中学校大規模改修事業
北部学校給食センター建設事業
児童・生徒学校生活サポート事業
ＡＬＴ招致事業
文化交流館管理運営費
サンスポーツランド岩城テニスコート大規模改修事業
由利本荘アリーナ指定管理委託費
鳥海山木のおもちゃ美術館運営事業
木育推進事業
公共土木施設災害復旧事業
ケーブルテレビ拠点間ネットワーク伝送設備
更新事業
公共下水道事業
特定環境保全公共下水道事業（2処理区）
農業集落排水事業（4地区機能強化）
矢島スキー場改修整備事業
下水道工事に伴う配水管布設替工事
重要給水施設に係る配水管布設替工事
ガス経年管更新事業

　事業費　（千円）
7,761
4 ,706

152 ,000
106 ,000
160 ,000

3 ,226 ,241
100 ,000
361 ,683
51 ,183
84 ,240
99 ,000
149 ,000
355 ,085
62 ,702
42 ,588
171 ,710
87 ,100
81 ,090
17 ,368
5 ,624

569 ,527

60 ,000
550 ,141
74 ,000
218 ,000
25 ,906
129 ,060
243 ,378
111 ,913

若
い
担
い
手
を
支
援
し
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す

一般会計・各特別会計予算

  一般会計

  国民健康保険
  後期高齢者医療
  診療所運営
  休日応急診療所運営
  情報センター
  奨学資金
  介護サービス
  下水道事業
  集落排水事業
  スキー場運営
  小友財産区
  北内越財産区
  松ヶ崎財産区

  水道事業
  ガス事業

45,180,000

8,693,287
819,133
331,819
10,926
498,059
68,157
54,383

2,957,841
2,145,147
192,948
3,364
16
917

4,314,593
1,654,427

待
望
の
「
由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
」
や
「
鳥
海

山 

木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
が
オ
ー
プ
ン
！

子
育
て
や
健
康
づ
く
り
の
環
境
整
備
と
防
災

対
策
の
充
実
に
取
り
組
み
、
飛
躍
の
年
へ

　

ふ
ん
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和田  良司 さん
（58歳・小人町）

　旧鮎川小学校は、地域の方々
に大切にされて、思い出が詰まっ
た建物です。おもちゃ美術館に
形は変わっても、子どもも大人
も誰もが集い楽しめる場所にな
ればと思います。地元の材を使っ
た木の遊具や木のおもちゃなど、
子どもたちは木を五感で感じな
がら木に親しめます。趣ある木
造校舎に、再びにぎわいが戻っ
てくることでしょう。

木内 美代子 さん
（63歳・東鮎川）

　私にとって鮎川小学校は画家
谷内六郎が描く風景と重なり、
今にもイガグリ頭の少年が校舎
から飛び出してくるような雰囲
気を持っていると思っています。
そんな田舎の学校が木のおも
ちゃ美術館として生まれ変わる
のですから、サロンの場、ぬく
もりの場としても愛されるよう、
市の頼もしい存在となってくれ
ることを切に祈ります。

誕生祝い品を贈呈しますウッドスタート
平成30年４月２日以降に生まれた赤ちゃんに地元の職人が地元産材で作った
　「木のおもちゃ」を贈る「誕生祝い品贈呈事業」が、本年度から始まります。

木育

贈呈する「木のおもちゃ」を公募し、以下の２作品に決定しました。
生まれたお子さんのご家族にいずれか一つをお選びいただき、プレゼントします。

　秋田杉本来の木目と色で、パズルのように遊ぶ
もよし、ままごとしてもよし、６角形の枠で音を
出したり、遊び方は十人十色。無限の可能性を
秘めた積み木です。

おむすびころりん
製作者：木楽工房　和田 良司さん

　角度を付けて取り付けた車輪でよちよち歩きを
表現、胴体には小豆を入れてあるので、ガラガラ
としても遊べます。かわいらしいデザインはイン
テリアにもなります。

よちよちとりっこ キジよちよちとりっこ キジ

市の木「けやき」を使用。
市の鳥「キジ」をイメージ
したおもちゃです。

おむすびころりん
製作者：木楽工房　和田 良

米どころ由利本荘をイメージ。
おむすび型の積み木です。

おもちゃ列車の運行を計画しています美術館開館にあわせて
※おもちゃ列車の内装イメージ

製作者：木工舎つきのわ　岡本　雄さん

おもちゃ列車は、由利高原鉄道の車両１台を改装するもので、
内装を木質化して木のおもちゃなどを配置します。

おもちゃ列車 
利用者駐車場

●旧秋田銀行本荘駅前支店跡地
●矢島駅駐車場

（ときわ会館隣）

専用のシャトルバスを運行します 鮎川駅 ⬅➡ 木のおもちゃ美術館

道　　路　　　　側
道 路道

側路

もりのあそびば

受付＆受付＆
トイ･ショップトイ･ショップ

グッドトイグッドトイ
サロンサロン

おもちゃおもちゃ
ファクトリーファクトリー

こどこども劇場も劇場 特別企画特別企画
展示室展示室授乳室授乳室 ハイハイハイハイ

ひろばひろば
受付＆
トイ･ショップ

グッドトイ
サロン

おもちゃ
ファクトリー

こども劇場

民具収蔵室 教室 教室ゆきぐにの
民具展示室

民具特別
展示室

礼法室
（和室）

トイレ トイレ ダイニング･キッチン木工室 授乳室

特別企画
展示室授乳室 ハイハイ

ひろば

出入り口

総事業費　　 240,991,760円

①本体事業費　164,055,600円

②関連事業費　  76,936,160円

（平成29・30年度の２カ年）

電気・水道設備、大型遊具設置、
棚などの製作など

駐車場、プール解体、
おもちゃ列車など

　

市
が
現
在
、整
備
を
進
め
て
い
る「
鳥
海
山 

木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」

が
い
よ
い
よ
７
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
国
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
り
地
域
の
方
に
長
年
愛
さ

れ
、
守
ら
れ
続
け
て
き
た
「
旧
鮎
川
小
学
校
」
に
、
地
元
産
の
木
を

使
っ
た
お
も
ち
ゃ
や
大
型
遊
具
を
設
置
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が

楽
し
め
る「
多
世
代
交
流
・
木
育
推
進
拠
点
」
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
。

館内図

　旧鮎川小学校は、昭和29年（1954年）に鮎川中学校として新設された
木造校舎です。明治末期から大正期の校舎形式を引き継いだ全国的にも
希少な校舎で、現存する木造校舎としては秋田県最大級です。
　平成16年（2004年）に閉校後は、「鮎の風実行委員会」をはじめ、地元
の方々が校舎を大切に保存してきました。

2018年7月
グランドオープン

国
登
録
有
形
文
化
財

旧
鮎
川
小
学
校
が
、多
世
代
交
流
の
体
験
型

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す！

N

国 庫 補 助 金
過 疎 債
ともしび基金
一 般 財 源
　 合 　 計 　

71,772,000円
132,030,000円
21,900,000円
15,289,760円
240,991,760円

■開館時間／
　９：00～16：00
■休館日／
　毎週木曜日（祝日の場合は翌日）、
　年末年始（12/29～1/3）

（平成30年２月１日現在）整備事業費

■所在地／由利本荘市町村字鳴瀬台65番地1
■指定管理者／ＮＰＯ法人由利本荘木育推進協会

※市内在住者は、住所を証明できるものを
　提示すると、市内料金が適用されます。
※この他、団体割引・障がい者割引があり
　ます。

■入館料／

通常料金

大 　 人
子 ど も

800円
600円

2,400円
1,800円

１日券 年間パスポート

市内料金
大　人
子ども
未就学児

500円
300円
100円

1,500円
1,000円
300円

１日券 年間パスポート
●子ども：小学生以下

■駐車場／●グラウンド奥  30台
●鮎川河川広場  70台

12広報ゆりほんじょう 平成30年４月１日号

無料
ゾーン

有料
ゾーン



広報〈号外・人事異動〉別刷りもご覧ください
◆次長・課長～新採用、3月31日付退職者に
　ついては、別刷りの「広報ゆりほんじょう
　号外･職員人事異動」をご覧ください。

市  長
副市長

長
谷
部  

誠 

市
長

教育長

佐
々
田
亨
三 

教
育
長教育委員会

事　務　局

監査委員

事　務　局

議　　会

事　務　局

農業委員会

事　務　局

選挙管理
委員会

事　務　局
教育総務課

学校教育課

生涯学習課

スポーツ課

文　化　課

各地域教育学習課

教 育 機 関

総務部長
原田正雄

　 鳥海総合支所長
高橋進一

企画調整部長
佐藤光昭

　市民生活部長
茂木鉄也

　健康福祉部長
兼 福祉事務所長
今野政幸

教育委員会
教育次長
武田公明

農林水産部長
遠藤　晃

　 議会事務局長
鎌田正廣

商工観光部長
堀　良隆

選挙管理委員会
事務局長
小松良弥

建設部長
佐々木肇

　由利本荘まるごと
営業本部事務局長
兼 まるごと売り込み課長
田口民雄

　　スポーツ・ヘルス
コミッション推進部長
袴田範之

総務部部長待遇
（本荘由利広域　　　　
　市町村圏組合へ派遣）
長谷川聡

岩城総合支所長
佐々木藤悦

監査委員事務局長
大場ひろみ

農業委員会
事務局長
松永　剛

ガス水道局長
三浦　守

消防本部消防長
齊藤郁雄

市民サービス課

産　業　課

建　設　課

鳥海診療所
直根診療所
笹子診療所

総 合 支 所

建設管理課

都市計画課

建築住宅課

上下水道課

建　設　部

商工振興課

観光文化振興課

商工観光部

仕事づくり課

まるごと
売り込み課

由利本荘
まるごと
営業本部

市　民　課

市民窓口センター

税　務　課

収　納　課

生活環境課

清掃事業所

市民生活部

総合政策課

情報管理課

地域振興課

企画調整部

総　務　課

財　政　課

秘　書　課

管　財　課

契約検査課

危機管理課

行政改革推進課

総　務　部

農業振興課

農山漁村振興課

農林水産部

消　防　長

総　務　課

警　防　課

救　急　課

予　防　課

通信指令課

本荘消防署・矢島消防署

消 防 本 部

分　　　署

管　理　課

営　業　課

水　道　課

ガ　ス　課

鳥海･矢島水道事務所

岩城水道事務所

大内水道事務所

東由利水道事務所

ガス水道局

企業管理者

藤
原
秀
一 

企
業
管
理
者

市
職
員
人
事〈
４
月
１
日
付
〉

広　報　課

ＣＡＴＶセンター

健康管理課

福祉支援課

子育て支援課

健康福祉部

長寿支援課

地域包括
支援センター

異
動

◆
平
成
30
年
度 

由
利
本
荘
市
人
事
異
動
の
概
要
◆
部
長
級

新新新新新新

新新新 新

　 矢島総合支所長
清水隆司

　 建設部政策監
佐藤奥之

農林水産部政策監
兼 農業振興課長
保科政幸

　 教育委員会政策監
兼 中央図書館長
田中龍一

阿
部
太
津
夫 

副
市
長

各部各部・各課の配置図各課の配置図各部・各課の配置図

▼
平
成
30
年
度
当
初
職
員
数　

１
０
０
８
人

　
（
行
政
職
８
２
０
人
、
消
防
職
１
８
８
人
）

　

前
年
同
期
比
21
人
減
（
行
政
職
19
人
減
、

　

消
防
職
２
人
減
）

▼
異
動
対
象
者
数　

４
７
６
人

　
（
行
政
職
３
８
３
人
、
消
防
職
93
人
）

　

前
年
比
３
人
増（
行
政
職
８
人
増
、
消
防

　

職
５
人
減
）

▼
退
職
者
数　

早
期
退
職
者
を
含
め
39
人

　
（
行
政
職
37
人
、
消
防
職
２
人
）

　

う
ち
部
長
級
６
人
（
行
政
職
６
人
）

▼
新
採
用
職
員
数　

18
人
（
行
政
職
16
人
、

　

消
防
職
２
人
）

　

前
年
比
９
人
減
（
行
政
職
９
人
減
）

▼
再
任
用
職
員
数　
採
用
21
人
（
行
政
職
20

　

人
、
消
防
職
１
人
）
退
職
17
人（
行
政
職

　

15
人
、消
防
職
２
人
）

⑴ 「
総
合
防
災
公
園
管
理
運
営
準
備
事
務

　

 

局
」
を
「
ス
ポ
ー
ツ
・
ヘ
ル
ス
コ
ミ
ッ

　

 

シ
ョ
ン
推
進
部
」に
改
称
し
、部
長
以
下

　

 

４
人
を
配
置
し
た
。

⑵ 

鳥
海
ダ
ム
に
関
す
る
観
光
計
画
策
定
な

　

 

ど
を
加
速
す
る
た
め
、
総
合
政
策
課
内

　

 

に
「
鳥
海
ダ
ム
利
活
用
推
進
室
」
を
設

　

 

置
し
た
。

⑶ 「
長
寿
支
援
課
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
運
営

　
 

班
」「
種
苗
交
換
会
事
務
局
」「
木
の
お
も

　

 
ち
ゃ
美
術
館
整
備
推
進
事
務
局
」
を
廃

　

 
止
し
た
。
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
に
つ

　

 

い
て
は
、
施
設
の
維
持
管
理
や
木
育
な

　

 

ど
の
事
業
を
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

 

へ
移
管
し
た
。

⑷ 

本
荘
地
域
の
出
張
所
長
お
よ
び
公
民
館

　

 

長
へ
、
部
課
長
級
で
退
職
し
た
再
任
用

　

 

職
員
を
配
置
し
た
。

⑸ 

市
営
保
育
園
に
続
く
西
目
幼
稚
園
の
民

　

 

営
化
に
伴
い
、
運
営
法
人
へ
合
わ
せ
て

　

 

30
人
の
職
員
を
派
遣
し
た
。

⑹ 

鳥
寿
苑
と
東
光
苑
の
運
営
法
人
へ
職
員

　

 

を
10
人
派
遣
し
た
。

⑺ 

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
、
県
地
域

　

 

振
興
局（
観
光
）、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、

　

 

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

　

 

会
事
務
局
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方

　

 

整
備
局（
退
職
出
向
）へ
そ
れ
ぞ
れ
職
員

　

 

１
人
を
派
遣
し
た
。

⑻ 

市
民
生
活
部
税
務
課
お
よ
び
収
納
課
を

　

 

総
務
部
に
移
管
し
た
。

⑼ 

各
総
合
支
所
の
「
振
興
課
」
と
「
市
民

　

 

福
祉
課
」
の
機
能
を
合
体
さ
せ
「
市
民

　

 

サ
ー
ビ
ス
課
」
と
し
た
。

西目総合支所長
齋藤久美子
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異
動
の
規
模
な
ど

１
異
動
方
針
お
よ
び

　
　

 　

人
員
配
置
の
要
点

２

会　

計　

課 福
祉
事
務
所

4月1日付の本市機構

　由利総合支所長
齊藤友治

大内総合支所長
加藤安明

ス
ポ
ー
ツ
・
ヘ
ル
ス
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
推
進
部

東由利総合支所長
佐藤博敦


